
■土地開発公社の現状� 4
■所得変動による住民税の還付
　寄付金税制の改正
　財産区選挙� 5
■国保料率改定
　福祉医療費受給者証の更新� 6
■子宮検診・マンモグラフィ検診のお知らせ
　後期高齢者医療  人間ドック補助� 7
■教育委員会だより� 8
■井戸尻発掘50周年記念事業案内� １０

主な内容主な内容

分ければ資源！
  ごみ分別にご協力を

～循環型社会をめざして～

【関連記事】� 2

77
JULY
No.460

2008広報

「空を飛びたい・・・」 それは人間の果てしない夢―
　　風をあやつり、鳥のように空に向う。もっと高く、もっと遠くに・・・

　  　　　　　　　　　　　  （富士見高原スキー場 パラグライダー ）
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をめざして～

　
私
た
ち
が
健
康
に
生
活
で
き
る
環
境
を
守
り
、

子
ど
も
た
ち
の
世
代
に
も
健
康
な
環
境
を
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
ご
み
も
資
源
と
し
て

い
く
循
環
型
の
社
会
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
ご

み
を
出
す
時
に
は
可
能
な
限
り
分
別
し
、
資
源

と
し
て
再
利
用
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
は
た
く
さ
ん
の
物
を
作
っ
て
、
そ

れ
を
買
っ
て
、
た
く
さ
ん
使
い
捨
て
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
資
源
の
枯
渇
や
環
境
汚

染
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
て
い
る
昨
今
、
ご
み
も
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
も
の
は
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け

れ
ば
資
源
、
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
19
年
度
に
町
か
ら
排
出

さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。
平

成
19
年
度
は
１
人
１
日
当
た
り
９
０
０
グ
ラ
ム
の

ご
み
を
出
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
前
年
と

比
べ
る
と
可
燃
ご
み
の
量
は
減
り
ま
し
た
が
、
総

量
で
は
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向
で
す
。

　
町
の
可
燃
ご
み
は
、
茅
野
市
に
あ
る
諏
訪
南
清

掃
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
焼
却
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
茅
野
市
、
富
士
見
町
、
原
村
か
ら
の
可

燃
ご
み
が
持
ち
込
ま
れ
、
３
市
町
村
合
わ
せ
る
と

19
年
度
に
は
約
２
万
３
千
４
百
ト
ン
が
処
理
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
粗
大
ご
み
は
、
南
諏
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
粗
大
ご

み
処
理
施
設
で
資
源
化
で
き
る
も
の
（
ア
ル
ミ
缶
・

ス
チ
ー
ル
缶
・
金
属
類
）
と
、
処
理
が
困
難
な
も

の
（
大
型
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
鉄
骨
類
）
と
、
埋
立

て
に
ま
わ
る
も
の
（
ガ
ラ
ス
片
、
陶
磁
器
な
ど
）

の
３
つ
に
大
き
く
分
け
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
に
諏
訪
南
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
焼
却

さ
れ
た
可
燃
ご
み
の
組
成
は
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と

お
り
で
す
。

　
生
ご
み
45
％
、
紙
類
26
％
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

12
％
と
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
ほ
と

ん
ど
が
、
資
源
物
と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
で

す
。
こ
れ
だ
け
の
資
源
を
有
効
に
活
用
で
き
た
ら
、

も
っ
と
も
っ
と
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関心が高まる資源物収集（桜ヶ丘）関心が高まる資源物収集（桜ヶ丘）

富士見町ごみ処理量年次別推移可燃物の組成

リサイクル率＝資源物÷合計処理量

紙類
26%

生ごみ
45%

布類
6%

木・竹・
わら類
7%

プラスチック類
12%

その他（灰分）
　　4%

年　度 可燃ごみ 不燃ごみ 資源物 合　計
リサイクル
率

15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

3，875ｔ

3，913ｔ

3，910ｔ

3，894ｔ

3，796ｔ

583ｔ

498ｔ

472ｔ

473ｔ

587ｔ

694ｔ

768ｔ

692ｔ

661ｔ

716ｔ

5,152ｔ

5,179t

5,074t

5,028t

5,099t

13.47%

14.83%

13.64%

13.14%

14.04%

町
か
ら
出
る
ご
み
の
量
は
？

焼
却
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
組
成
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～循環型社会

　
中
間
処
理
業
者
の
と
こ
ろ
に
集
め
ら
れ
た
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

で
き
る
だ
け
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
た
め
、
手
作
業

で
材
質
ご
と
に
選
別
し
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
、

食
べ
残
し
の
生
ご
み
が
入
っ
た
も
の
や
し
づ
く
が

垂
れ
て
い
る
も
の
、
汚
れ
た
ま
ま
の
も
の
、
缶
や

ガ
ラ
ス
ビ
ン
な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の
も
の
な

ど
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
効
率
的
に
資
源
化
を
進
め
る
た
め
、

分
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
町
の
可
燃

ご
み
の
袋
で
も
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら

袋
に
は
名
前
を
書
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
徹
底
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

自
分
が
出
す
ご
み
に
責
任
を
も
つ
こ
と
が
分
別
の

第
一
歩
で
す
。
燃
え
る
ご
み
を
出
す
場
合
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
出
す

場
合
に
も
必
ず
名
前
を
書
い
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
20
年
度
の
資
源
物
収
集
よ
り
、
６
種
類
17

品
目
の
分
別
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
収
集
さ

れ
た
資
源
物
は
左
表
の
よ
う
な
製
品
に
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

資源物からリサイクルされる製品

容器包装プラスチックの中に混ざっていて、リサイクルに困るもの

資源物の種類 リサイクル商品 資源物の種類 リサイクル商品

びん類

紙　類

有害物

3品目

新聞・
折込チラシ

雑誌類

ダンボール

飲料用紙パック

その他紙

乾電池

蛍光灯・体温計

びん、タイル、ブロック他

プラス
チック類

布　類

天ぷら油

新聞紙、印刷用紙、情報
用紙

ダンボール、菓子箱、絵本
他

ダンボール、菓子箱、絵本、
石膏ボード、自動車内装材
他

トイレットペーパー、
ティッシュペーパー他

菓子箱、絵本他

製鋼原料等（亜鉛・鉄
・マンガン）他

リサイクル原料（水銀・ガラ
ス・蛍光粉・アルミ・鉄）他

布団・枕などの繊維素材

建設資材、擬木

建設資材、擬木

ペットボトル

発泡スチロール

白トレイ

ビデオカセット等プラス
チック製品、衣類、玩具、
固形燃料

繊維材料、中古販売

ＢＤＦ（バイオディーゼル
燃料）

容器包装プラス
チック

その他プラス
チック

古着・古布

ビデオカセット等プラス
チック製品、衣類、玩具、
固形燃料

収
集
さ
れ
た
資
源
物
の
ゆ
く
え

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

               

分
別
の
徹
底
を
！中間処理場でのプラスチックの選別作業

汚れたままの袋 容器包装プラスチックとその他
プラスチックが混ざったもの

缶、びん、不燃物など

「もったいない」は世界共通の合言葉？！「もったいない」は世界共通の合言葉？！―ノーベル平和賞を受賞したケニアのナイロビ大学初の女性教授ワンガリ・
マータイ氏は、2005年2月京都議定書の基調講演のため来日したときに、「もったいない」という日本独自のことばを聞き感銘を受け、同年3月
に国連の会議で日本語の「もったいない」を、資源の維持的活用を広める言葉として紹介しました。　
　この世界に通じる「もったいない」の言葉を再認識して、ごみの資源化のみならず、物を買う前にもそれが本当に必要かよく考えていくことも大
切ではないでしょうか。
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　 建設課内　土地開発公社事務局　☎62-9212　　9212　Eメール:kensetsu@town.fujimi.nagano.jp有

富
士
見
町
土
地
開
発
公
社
の
現
状

富
士
見
町
土
地
開
発
公
社
の
現
状

―
平
成
１９
年
度
決
算
状
況
と

　
　
　
平
成
２０
年
度
事
業
計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

―

【平成19年度決算】
（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

【平成20年度事業計画】
（平成20年4月1日～平成21年3月31日）

　平成19年度の土地開発公社事業では、町の委託に基づく公有用地の新規取得及び

処分はなく、土地造成事業として住宅用地１件を販売するに留まりました。

○公有地取得事業

　町等からの依頼により逐次先行取得を行い、町の予算に基づき保有する公有用地の売却を行います。

○土地造成事業

　完成土地（各住宅用地・工業用地）の販売（販売価格の見直し）と未成土地の管理を行います。

＊収益的収入及び支出（販売と経費）
　　【収　入】

　　　　土地造成事業等� 11,990千円�（収益的収入）

　　　　雑収益（受取利息等）� 60千円�（収益的収入）

　　　　収入合計� 12,050千円

　　【支　出】

　　　　土地造成事業原価� 7,782千円�（収益的支出）

　　　　支払利息等� 3,945千円�（収益的支出）�

　　　　販売費及び一般管理費� 86千円�（収益的支出）�

　　　　支出合計� 11,813千円

　　　　　　　　　（収入）－（支出）＝ 237千円 （当期純利益）

＊資本的収入及び支出（事業継続に必要な費用）
　　【収　入】

　　　　借入金� 1,803,000千円�（資本的収入）

　　　　運用資金（町からの補助）� 22,000千円�（資本的収入）�

　　【支　出】

　　　　借入金償還金� 1,811,000千円�（資本的支出）

　　　　支払利息等� 15,174千円�（資本的支出）

　　　　　　　　　（収入）－（支出）＝△1,174千円�
   　　　※ △1,174千円については、当過年度損益勘定留保資金で補てん。

※平成19年度にあたり、町より22,000千円を補助していただきました。結果、借入金が

　8,000千円減少し、簿価は上昇しない決算となりました。

　分譲中の住宅用地の販売等、今後も自助努力により、健全な経営を目指します。

〈予　算〉
＊収益的収入及び支出
　　　収　入（土地造成事業等）� 24,171千円

　　　支　出（土地造成事業原価等）� 24,169千円

　　　予定収益額� 2千円

＊資本的収入及び支出
　　　収　入（借入金）� 1,803,000千円

　　　支　出（土地造成事業費・借入償還金）�

� 1,825,284千円

　　　　（収入）－（支出）＝△22,284千円
　　※不足額については、当過年度損益勘定留保資金で補てん。

※当公社は、昨年より町から補助をしてい

　ただいており、保有土地の簿価は上昇さ

　せない経理処理を今後も行っていきます。

　今後も庁内の支援検討委員会、外部団体

　にも協力をいただきながら、保有土地の

　有効活用策や当公社の在り方などについ

　て検討していきます。

今後も、土地開発公社の経営状況等については、随時お知らせしていきます。

問
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　 富士見町選挙管理委員会　☎62-9403　　9403

平
成
１９
年
に
所
得
が
減
っ
て

　
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
皆
さ
ん
へ

平
成
１９
年
に
所
得
が
減
っ
て

　
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
皆
さ
ん
へ

寄
附
金
税
制
の
見
直
し
が
あ
り
ま
し
た

寄
附
金
税
制
の
見
直
し
が
あ
り
ま
し
た

　
平
成
19
年
度
か
ら
、
所
得
税
の

減
額
分
が
住
民
税
へ
税
源
移
譲
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
住
民
税
は
、
前
年
中
の
所
得
を

基
準
に
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
平

成
１９
年
中
に
退
職
等
で
所
得
が
減

っ
た
た
め
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ

な
く
な
っ
た
方
で
、
住
民
税
率
の

変
更
に
よ
り
税
負
担
の
増
加
の
影

響
の
み
を
受
け
る
方
は
、
既
に
納

付
済
の
平
成
19
年
度
分
の
住
民
税

に
限
り
、
税
源
移
譲
前
の
税
率
で

計
算
し
た
金
額
ま
で
減
額
し
、
差

額
分
を
還
付
（
返
金
）
す
る
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

住
民
税
減
額
申
告
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

告
書
は
財
務
課
窓
口
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
が
、
役
場
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
○
申
告
期
間

　
　
7
月
1
日
（
火
）
〜�

　
　
　
　
　
7
月
３１
日
（
木
）

　
　
　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　
○
申
告
先

　
　
平
成
１９
年
1
月
1
日
現
在

　
　
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

　
　 

財
務
課
町
民
税
係

　
　
　 

☎
６
２
‐
９
１
２
２

　
　
　 

　
９
１
２
２

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
来

年
度
の
住
民
税
に
か
か
る
寄
附
金

控
除
が
、
所
得
額
か
ら
控
除
す
る

方
式
か
ら
住
民
税
額
か
ら
控
除
す

る
方
式
へ
、
ま
た
寄
附
金
控
除
の

適
用
金
額
が
10
万
円
以
上
か
ら
5

千
円
以
上
に
変
わ
り
ま
し
た
。�

　
寄
附
金
控
除
は
、
都
道
府
県
、

市
町
村
及
び
特
別
区
に
対
す
る
寄

附
や
共
同
募
金
会
、
日
本
赤
十
字

社
等
に
対
す
る
寄
附
で
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
及
び
国
税
庁
長
官
が
認

定
し
た
も
の
等
に
限
ら
れ
ま
す
が
、

寄
附
金
控
除
の
適
用
金
額
の
引
き

下
げ
に
よ
り
、
税
額
控
除
を
多
く

の
方
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
寄
附
を
し
た
団
体
等
か

ら
交
付
さ
れ
る
証
明
書
や
領
収
書

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　 

財
務
課
町
民
税
係

　
　
　 

☎
６
２
‐
９
１
２
２

　
　
　 

　
９
１
２
２

　
寄
附
金
は
、
町
の
重
点
施
策
の
環
境

保
全
、
観
光
振
興
や
子
育
て
・
高
齢
者

支
援
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
町
外
に
お
住
ま
い
の
ご
親
戚
や
ご
家

族
に
広
く
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
〈
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
〉
　

　
　
総
務
課
企
画
統
計
係

　
　
　
☎
６
２
‐
９
３
３
２
　
　
９
３
３
２

町
で
は
町
外
に
お
住
ま
い
の
方

か
ら
寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
）の

申
し
出
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

町
で
は
町
外
に
お
住
ま
い
の
方

か
ら
寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
）の

申
し
出
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

本郷・落合・境・乙事財産区議会議員一般選挙が行われます本郷・落合・境・乙事財産区議会議員一般選挙が行われます
[１] 投票できる人‥‥‥‥財産区の区域内に住み、財産区の権利を有し、町議会議員の選挙権のある世帯主
[２] 立候補できる人‥‥‥満25歳以上の有権者
[３] 議員定数‥‥‥‥‥‥本郷財産区、落合財産区､ 境財産区  各7名　　　乙事財産区  6名
[４] 投票区投票所とその範囲
　　本郷財産区　　㈰立沢投票所―立沢集落組合　　　　　　　㈪乙事投票所―乙事区
　　落合財産区　　㈰瀬沢新田投票所―瀬沢新田集落組合　　　㈪上蔦木投票所―烏帽子区・上蔦木区
　　境 財 産 区　　㈰高森投票所―小六区・高森区・池袋区　　㈪先達投票所―田端区・先達区・葛窪区
　　乙事財産区　　乙事投票所―乙事区
[５] 選挙日程
　□立候補予定者説明会� 7月11日（金）　午前9時30分～　〈コミュニティ・プラザ 2階 大会議室〉
　□立候補届出受付（告示）�8月05日（火）　午前8時30分～午後5時　〈役場 4階 会議室〉
　□期日前投票� 8月06日（水)～9日（土）　午前8時30分～午後8時　〈役場 4階 会議室〉
　□投　票　日� 8月10日（日）　午前7時～午後6時　〈各投票所〉
　□開票・選挙会� 8月10日（日）　午後7時～　〈役場 3階 会議室〉

 税源移譲により
 増額となった
 住民税額

  （減額となった所得税額）

平成18年中の
所得に対して課税

平成18年（度）

平成19年（度）

所得変動が
ない場合

所得変動が
あった場合

平成19年（度）

平成19年中の
所得に対して課税

税源移譲により増額となった
住民税相当額が還付されます。

還付

所得税

所得税

住民税

住民税

所得税
非課税

住民税

申告により

問

問

問

有

有

有

有
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国
保
だ
よ
り

国
保
だ
よ
り

国
保
だ
よ
り

　
６
月
定
例
町
議
会
で
富
士
見
町
の
国
民
健
康
保
険
料
が
決
ま
り
ま

し
た
。
保
険
料
は
、
医
療
費
の
状
況
や
被
保
険
者
の
所
得
状
況
・
資

産
の
状
況
等
に
よ
り
毎
年
料
率
の
改
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
７

月
に
お
送
り
す
る
「
国
民
健
康
保
険
料
決
定
通
知
書
」
で
通
知
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
に
お
け
る
医
療
費
動
向
等
を
十
分
に
見
守
り
な
が
ら
も
、
従

来
の
医
療
分
と
合
わ
せ
た
国
保
料
負
担
が
、
前
年
並
み
の
保
険
料
水

準
と
な
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の

按
分
に
よ
り
算
定
さ
れ
、
納
付
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。
（
世
帯
主

が
国
保
以
外
の
健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
の
世

帯
内
に
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
世
帯
主
が
納
付
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
）
ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
は
、
介
護
保
険
料
も

合
算
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
は
、
平
成
20
年
度
中
に
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
料
の
総
額
か
ら
、
既
に
お
知
ら
せ
を
し
て
納
付
さ

れ
て
い
る
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
保
険
料
を
差
引
い
た
残
額
を
、
平

成
21
年
の
３
月
ま
で
の
９
ヶ
月
間
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
受
給
者
証
を
７
月
末
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い

受
給
者
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
古
い
受
給
者
証
は
個
人
の
責

任
に
お
い
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
場
合
は
、
住
民
福
祉
課
社
会
福

　
祉
係
へ
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
◇
健
康
保
険
証
を
変
更
し
た
場
合

　
◇
振
込
口
座
を
変
更
し
た
い
場
合

　
◇
平
成
19
年
分
所
得
の
申
告
を
し
て

　
　
い
な
い
場
合

　
◇
高
額
医
療
費
又
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
　
給
付
金
の
対
象
と
な
る
場
合

　
医
療
機
関
で
受
給
者
証
を
提
示
し
な

か
っ
た
場
合
や
県
外
で
受
診
し
た
場
合

は
、
必
ず
１
年
以
内
に
支
給
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
（
受
診
月
か
ら
１
年
を

経
過
す
る
と
申
請
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　
　 

住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　 

☎
６
２
‐
９
１
４
４
　
　
９
１
４
４

【後期高齢者支援金分】 【医　療　分】

【介　護　分】

平
成
２０
年
度
の
富
士
見
町

国
民
健
康
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

福
祉
医
療
費
受
給
者
の

　
　
　
　
　   

皆
さ
ん
へ

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

      

が
更
新
さ
れ
ま
す

福
祉
医
療
費
受
給
者
の

　
　
　
　
　   

皆
さ
ん
へ

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

      

が
更
新
さ
れ
ま
す

所得割

資産割

均等割

平等割

0.98％

5.43％

4,368円

4,232円

所得割

資産割

均等割

平等割

1,31％

7,87％

7,328円

4,753円

所得割

資産割

均等割

平等割

4.88％

27.10％

12,311円

11,929円

※
医
療
制
度
改
正
に
よ
り
、

　
新
た
に
後
期
高
齢
者
医

　
療
が
創
設
さ
れ
た
の
に

　
伴
い
、
今
回
、
後
期
高

　
齢
者
支
援
金
分
が
設
け

　
ら
れ
ま
し
た
。

■国保の加入者　　 　�

　＊自営業者　　農業・漁業従事者　

　＊パート・アルバイトなどで職場の健康保険に加入して

　　いない人

■国保に加入する日　

　＊職場の健康保険などの資格がなくなった日

　　（退職した日の翌日）

　　※届出には離職票や退職証明書が必要です。

　＊他の市区町村から転入した日

　＊生活保護を受けなくなった日

　＊出生した日

■国保をやめる日　　

　＊職場の健康保険などに加入した日の翌日

　　※届出には加入した健康保険証か加入したことがわか

　　　る保険者の証明と国保の被保険者証が必要です。

　＊他の市区町村へ転出した日の翌日

　＊生活保護を受け始めた日

　＊死亡した日の翌日

〈国民健康保険の届け出はお早めに〉

有

問
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子宮検診・マンモグラフィ検診のお知らせ子宮検診・マンモグラフィ検診のお知らせ

　 住民福祉課保健予防係（保健センター内）　☎62-9134　　9134

　 住民福祉課保健予防係  ☎62-9134  　9134　 国保年金係  ☎62-9111  　9111

後期高齢者医療 被保険者の人間ドック受診に補助金交付後期高齢者医療 被保険者の人間ドック受診に補助金交付
　町では、医療制度改正により新たに後期高齢者医療に移られた方を対象に、従来国保で行っていたと同様

の補助を行います。

　■対 象 者：長野県後期高齢者医療保険料を完納している富士見町に住所を有する被保険者

　■補 助 額：日帰り受診　1回　15,000円　 　一泊受診　1回　30,000円　

　　　　　　  ※補助の回数は、同一人に対して年１回

　■適 用 日：平成20年4月1日から

　子宮検診とマンモグラフィ検診を下記のとおり実施します。申し込みをされた方は受診してください。申

し込みをされていない方で受診を希望される方は、住民福祉課保健予防係（保健センター）までお申し込み

ください。

■対象者
　平成元年４月１日までに生まれた女性で、

　富士見地区・乙事区・立沢区・立沢広

　原の方。（妊娠中の方は受診しないでく

　ださい。）

■日程・会場

　会場：保健センター

■検診一部負担金
　１,０００円

　（検診当日お持ちください。）

　　＊一部負担金が免除になる方は、下

　　　段のとおりです。

■対象者
　昭和９年４月２日から昭和44年４月１日までに生まれた女性で、

　富士見地区・乙事区・立沢区・立沢広原の方。

　ただし、次の方は検診を受けることができません。

　　・背中が曲がっている方、まっすぐ立っていられない方

　　　（７分程度）�

　　・心臓ペースメーカーが設置されている方

　　・乳房内に人工物が入っている方

　　・すでに自覚症状のある方（乳房にしこりがある方、乳頭か

　　　らの分泌物がある方、乳頭に湿疹のような変化のある方、

　　　片側乳がん手術後の方）

　　＊自覚症状がある方は早目に専門医を受診してください。

■日程・会場
　９月１日（月）・２日（火）・３日（水）・４日（木）の４日間

　会場：保健センター

　　＊午前９時から午後３時までの完全予約制です。

　　＊申し込みをされた方には、受診案内を８月５日までに送付

　　　します。

■検診一部負担金
　２,０００円（検診当日お持ちください。）

　　＊一部負担金が免除になる方は下段のとおりです。

■申込締切　　７月１１日（金）
　　＊完全予約制のため、必ず受診できる方のみお申し込みくだ

　　　さい。

◆子宮検診 ◆マンモグラフィ検診（乳房のレントゲン検診）

午後1時15分

　　　　～午後2時

7月23日（水）

7月25日（金）

7月30日（水）

8月01日（金）

8月22日（金）

8月27日（水）

期　　　日 受　付　時　間

〈注意事項〉
＊番号札は午後1時に
お出しします。
＊午後1時10分から1
時15分まで「検診
の流れ、注意事項等」
について説明します。

〈検診一部負担金が免除される方（無料の方）〉

①昭和14年４月１日以前に生まれた方。（年齢で判断できるため、申請の必要はありません。）
②65歳以上で障害の認定により高齢者医療受給者証をお持ちの方で、免除の申請をされた方。
③生活保護法（昭和25年法律第144号）の規定による生活保護を受けている世帯に属する方で免除
　の申請をされた方。
④当該年度分の町民税非課税世帯に属する方で免除の申請をされた方。
　＊一部負担金免除の申請方法につきましては、検診を申し込まれた方に後日通知します。

問 有申込

問 有 有申請
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午前9時30分より

役場3階会議室

7月16日（水）
8月20日（水）

定例教育委員会定例教育委員会

電話による教育相談電話による教育相談

午前9時～午後3時
☎62-3118
教育相談員が
対応します

月・火・木曜日

号

第

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

富
士
見
町

平成20年7月1日発行
富士見町教育委員会編集

☎62-9235
kodomo@town.
fujimi.nagano.jp

31

町
内
2
中
学
校
の
統
合
に
む
け
て

町
内
2
中
学
校
の
統
合
に
む
け
て

　
教
育
委
員
会
で
は
、
5
月
に
町
内
各
地

区
で
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、
左
記
の
と

お
り
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
会
場
と
参
加
人
数
】

�
富
士
見
高
原
中
学
校
…
…
…
…
…
２３
名

�
南
中
学
校
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４８
名

�
落
合
小
学
校
…
…
…
…
…
…
…
…
２６
名

�
富
士
見
小
学
校
…
…
…
…
…
…
…
１１
名

�
境
小
学
校
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２６
名

�
本
郷
小
学
校
…
…
…
…
…
…
…
…
２４
名

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
…
…
…
２８
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
…
…
…
１８６
名

　
統
合
に
つ
い
て
は
、
賛
成
、
統
合
も
致

し
方
な
い
と
い
う
意
見
が
大
方
で
し
た
。

　
懇
談
会
で
出
し
て
い
た
だ
い
た
質
問
・

意
見
に
つ
き
ま
し
て
、
Ｑ
&
Ａ
に
ま
と
め

ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

― 

教
育
懇
談
会
（
全
７
回
）
を
終
え
て 

―

QA
1 

な
ぜ
中
学
校
の
統
合
が
必
要
な
の

で
す
か
。
少
人
数
教
育
の
方
が
良
い
と

思
い
ま
す
が
。

　
南
中
学
校
は
、
生
徒
の
減
少
で
教
育
、

部
活
環
境
に
影
響
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
舎
な
ど
設
備
面
で
富
士
見
高

Q
3 

統
合
に
よ
る
生
徒
の
不
安
を
解
消

す
る
た
め
に
は
、
両
校
の
事
前
交
流
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
少
人
数
の
南
中

学
校
の
生
徒
が
大
人
数
の
高
原
中
学

校
生
徒
と
一
緒
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
準

備
期
間
が
短
す
ぎ
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

小
学
校
段
階
か
ら
交
流
を
し
て
は
ど
う

で
す
か
。

Q
6 

平
成
２２
年
度
統
合
の
場
合
、
３
年

生
が
５
学
級
と
な
り
教
室
が
足
り
な
く

な
り
ま
せ
ん
か
。

QA
2 

な
ぜ
平
成
２２
年
４
月
の
統
合
な
の

で
す
か
。
１
年
半
で
は
準
備
期
間
が
短

す
ぎ
ま
せ
ん
か
。
統
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
し
て
あ
り
ま
す
か
。

　
一
度
し
か
な
い
中
学
校
生
活
を
、
1

年
で
も
早
く
教
育
環
境
な
ど
が
整
っ

た
学
校
で
送
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
南
中
学
校
の
保
護

者
の
方
か
ら
も
「
早
期
に
」
と
の
声
が

あ
る
こ
と
を
受
け
て
平
成
22
年
度
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
統
合
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
既
に
作
成
し
て
あ
り
、

１
年
半
あ
れ
ば
統
合
は
可
能
だ
と
判

断
し
て
い
ま
す
。�

QA
4 

教
員
の
配
置
な
ど
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
で
す
か
。

　
南
中
学
校
の
生
徒
が
、
大
人
数
の
高

原
中
学
校
の
生
徒
の
中
に
入
る
に
は

不
安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
不
安

を
和
ら
げ
る
た
め
に
も
、
南
中
学
校
の

一
定
数
の
先
生
が
高
原
中
学
校
に
異

動
す
る
な
ど
、
教
員
の
配
置
を
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

Q
5 

校
舎
は
高
原
中
学
校
を
使
う
の
で

す
か
。

　
高
原
中
学
校
は
、
平
成
８
年
に
教
育

環
境
を
考
慮
し
て
、
県
下
で
も
有
数
の

施
設
設
備
の
整
っ
た
校
舎
と
し
て
新

築
さ
れ
ま
し
た
。
両
校
の
中
間
地
点
に

校
舎
を
新
築
し
て
は
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
が
、
町
の
財
政
的
負
担
な
ど

を
考
え
る
と
高
原
中
学
校
の
校
舎
を

利
用
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
す
。

A
　
生
徒
の
心
の
ケ
ア
は
き
わ
め
て
大

事
で
す
。
今
後
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
や
文
化

祭
な
ど
で
交
流
し
、
ま
た
、
高
原
中
学

校
の
校
舎
見
学
な
ど
生
徒
の
不
安
を

少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。
小
学
生
同
士
の
交
流
も
一

部
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

町
内
小
学
校
間
の
交
流
を
進
め
ま
す
。�

Q
7 

「
対
等
な
統
合
」
と
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
ま
た
対
等
な

統
合
と
な
れ
ば
、
校
名
、
校
歌
、
校
章
、

制
服
な
ど
全
て
が
変
わ
る
の
で
す
か
。

A
　
地
域
の
住
民
感
情
、
過
去
の
経
緯
な

ど
を
考
慮
し
て
、
両
校
を
い
っ
た
ん
閉

校
し
、
新
た
に
新
生
中
学
校
と
し
て
開

校
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

�

新
し
い
学
校
名
、
校
章
、
校
歌
、
制
服
な

ど
は
統
合
準
備
委
員
会
を
設
置
し
て
、

保
護
者
、
生
徒
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
決
定
し
て
い

き
ま
す
。
新
た
に
変
わ
る
も
の
も
あ
れ

ば
、
話
し
合
い
の
結
果
、
現
在
の
も
の

を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り

得
る
と
思
い
ま
す
。

A
　
高
原
中
学
校
の
教
室
は
、
か
な
り
ゆ

と
り
の
あ
る
１
学
年
４
学
級
の
設
計

に
な
っ
て
お
り
、
少
人
数
教
室
、
特
別

教
室
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
統
合
し
た

場
合
は
３
年
生
（
現
在
の
１
年
生
）
の

み
が
５
学
級
と
な
り
ま
す
。
教
室
が
必

要
で
あ
れ
ば
増
築
を
し
ま
す
。

原
中
学
校
（
以
下
高
原
中
学
校
）
と
南

中
学
校
間
に
は
大
き
な
格
差
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
に
は
統
合
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
少
人

数
教
育
は
良
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
社

会
性
を
育
む
中
学
校
時
代
は
、
多
く
の

同
級
生
な
ど
と
幅
広
い
人
間
関
係
な

ど
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
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7月20日（第3日曜日）は家庭の日です。　
海や山へでかけたり、家でゆっくり過ごすなど、
家族のふれあいを深めましょう。

八 ヶ 岳 の 風

編 集 後 記

　先日プールに行きました。昨年夏に一度、10年ぶりに
泳いで以来です。25mを1往復でどっと疲れましたが
なぜか楽しくなり、休みながらですが10往復しました。
また泳ぎたいです。（Ａ）

　
私
は
落
合
中
学
校
卒
で
す
が
、
子
ど
も
達
が
学
ん
だ

南
中
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
を
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
昭
和
45
・
46
年
の
中
学
総
合
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
優
勝
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
出
場
を
は
じ
め
、
前
後

20
年
に
わ
た
り
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
団
体
球
技
が

素
晴
ら
し
い
記
録
を
残
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
昭
和
33
年
開
校
以
来
行
わ
れ
て
き
た
梅
や
椎

茸
な
ど
の
生
産
活
動
や
床
磨
き
を
始
め
、
毎
年
６
月
と

３
月
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
に
よ
り
培
わ
れ
た
体
力
、

精
神
力
と
、
監
督
や
多
く
の
指
導
者
に
よ
る
力
添
の
賜

物
で
す
。

　
昭
和
48
年
以
降
各
学
年
２
ク
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、

卓
球
、
ス
ケ
ー
ト
、
陸
上
な
ど
の
個
人
競
技
も
輝
か
し

い
成
績
を
修
め
て
来
ま
し
た
。

　
た
だ
一
度
の
青
春
、
心
も
体
も
学
業
も
た
く
ま
し
く

育
つ
中
学
校
で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
　
有
賀
　
千
秋

教育委員会だより

Q
10 

生
徒
の
意
見
も
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

で
聞
く
べ
き
で
は
な
い
の
で
す
か
。

Q
8 

制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
。

A
　
制
服
は
設
置
す
る
委
員
会
の
中
で

決
定
し
て
い
き
ま
す
。
仮
に
統
一
し
た

場
合
に
は
、
補
助
金
等
を
交
付
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。�

Q
9 

通
学
方
法
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
出
ま
す
か
。
部
活
で

帰
り
の
時
間
も
違
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
で
す
か
。

A
　
生
徒
に
よ
っ
て
高
原
中
学
校
か
ら

の
距
離
が
違
い
ま
す
。
統
合
準
備
委
員

会
の
中
で
生
徒
・
保
護
者
に
負
担
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
経
路
、
運
行
回
数
等

を
決
め
ま
す
。�

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
の
利
用
も
併
せ
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

Q
13 

統
合
し
た
場
合
、
南
中
学
校
の
跡

地
利
用
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。
中

学
校
が
な
く
な
る
と
過
疎
化
が
進
む
心

配
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
。

A
　
今
後
、地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
ず

く
」
を
出
し
て
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
い
、
大
勢
の
人
た
ち
が
交
流
す

る
魅
力
の
あ
る
広
場
に
し
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ･

プ
ラ
ザ
や
町
民
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
併
せ
持
っ
た
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

と
し
て
活
用
す
れ
ば
、
境
地
区
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

Q
11 

南
中
学
校
と
高
原
中
学
校
の
通
学

区
域
と
で
は
、
統
合
へ
の
温
度
差
が
あ

る
の
で
は
。�

A
　
確
か
に
温
度
差
が
あ
る
と
の
印
象

を
教
育
懇
談
会
で
は
受
け
ま
し
た
。
南

中
学
校
の
保
護
者
の
方
か
ら
は
、「
南

中
学
校
の
現
状
を
高
原
中
学
校
の
人

た
ち
に
わ
か
っ
て
欲
し
い
」
と
の
意
見

も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
町
内
の
生
徒
が
等
し
い
環
境

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町
全
体

の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
　
統
合
の
是
非
を
大
局
的
観
点
か
ら

判
断
す
る
に
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

た
ぶ
ん
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
今
置
か

れ
て
い
る
環
境
の
変
化
を
望
ま
な
い

で
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
意
見
は
、
統
合

が
合
意
さ
れ
た
段
階
で
聞
い
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

Q
12 

住
民
投
票
は
行
わ
な
い
の
で
す
か
。

A
　
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
で
は
保
護

者
の
ご
意
見
を
優
先
し
て
統
合
問
題

を
考
え
て
き
ま
し
た
。
住
民
投
票
に
よ

る
決
定
は
、
統
合
で
直
接
影
響
を
受
け

る
児
童
・
生
徒
に
一
番
近
い
保
護
者
の

方
々
（
割
合
と
し
て
は
少
数
）
の
ご
意

見
が
埋
も
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
適
切
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。�

通学路視察を行いました通学路視察を行いました

　5月30日、町とPTA連合会による通学路視察が行われ、

PTA、教育委員、学校長、町建設課、町交番が、各校

PTAから挙げられた危険箇所（各小中学校3箇所ずつ計

18箇所）を見て回りました。�

　町で対応できるところは建設課で対応し、国や県に関係

するところは改善を要望します。
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　 井戸尻考古館　☎64-2044　　5323

井戸尻発掘50周年井戸尻発掘50周年井戸尻発掘50周年井戸尻発掘50周年
　昭和31年、境地区公民館での境史学会の発会式において、

在野の考古学者藤森栄一の講演会が催され、これに触発

された境史学会は昭和33年３月、境地区公民館とともに

井戸尻遺跡を発掘しました。

　この発掘は優れた造形の土器が多数出土するなど大成功をおさめ、出土品の管理やその後の発掘を行うた

め、井戸尻遺跡保存会が結成されました。これ以後、富士見町ではいくつかの重要な遺跡の発掘が行われ、

縄文文化の研究をリードしてきました。そしてこの地が、文化的な中心であったことが知られるきっかけと

なったのです。

　平成20年３月、この井戸尻遺跡の第一次発掘から50年を迎えました。これを記念し、講演会などを開催

します。

【井戸尻発掘50周年記念事業】

事　　　業 日　　　時 場　　　所 内　　　　　　　容

7月20日（日）
～11月3日（月）

7月20日（日）
　8:00～10:00

7月20日（日）
　13:30～

6月20日（金）
～7月31日（木）

7月26日（土）
11:00～16:00

8月9日(土)・10日（日）
　9:00～17:00�

8月9日（土）
　19:00～

井戸尻考古館

井戸尻史跡公園

清　泉　荘

歴史民俗資料館

井戸尻史跡公園

井戸尻史跡公園
歴史民俗資料館

井戸尻史跡公園

『富士見の発掘50年 �
　　　～井戸尻から現在まで～』

蓮の観賞と解説・地元野菜の直売
ハスの葉茶サービス　　など

記録映画　『縄文の人々』（昭和41年製作）
座 談 会　『“井戸尻”誕生のころ』
　　平出今朝美さん（井戸尻遺跡保存会）
　　両角晃一さん（清陵高地歴部ＯＢ）
　　武藤雄六さん（元井戸尻考古館長）

関連企画展示
　『宇井眞紀子写真展
　　　　―アイヌの民俗と文化―』

アイヌ祭り in 八ヶ岳
　アシリ・レラさんのトーク・縄文コンサート

縄文体験学習� 9:00～17:00
ぼろ機織り体験� 10:00～15:00

上弦の月ＬＩＶＥ　『共鳴する時空』
　　musician：長屋和哉さん

記念講演会（1）
8月23日（土）
　13:30～15:30

清　泉　荘
『海を渡った縄文人』
　　講師：小田静夫先生（考古学）

記念講演会（2）

高原の縄文王国
収　穫　祭

9月21日（日）
　13:30～15:30

10月19日（日）
　10:00～15:00

10月26日（日）
　10:00～16:00

清　泉　荘

井戸尻史跡公園

清　泉　荘

『巫女（ふじょ）の起源』
　　講師：谷川健一先生（民俗学）

音楽演奏（フーメイ：等々力政彦さん）
ワークショップ・神話再現　ほか

『八ヶ岳山麓の集落遺跡』
 鵜飼幸雄さん（尖石縄文考古館）
 平出一治さん（原村教育委員会）
 廣瀬公明さん・佐野隆さん（北杜市教育委員会）
 井戸尻考古館 館員

※体験学習と高原の縄文王国収穫祭は例年開催
主催：富士見町・富士見町教育委員会・井戸尻考古館

企 画 展 示

企 画 展 示

観 　 蓮 　 会

上 　 映 　 会
座 談 会（1）

座 談 会（2）

体 験 学 習

コ ン サ ー ト

関連イベント

問 有
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

相

談

　古くなった家電製品から出火する火災が全国的に増えています。原因は長期間にわたり使用していると、熱・湿気・ほこ

りなどの影響により、劣化した製品内部から発煙や発火する恐れがあるためで、使用者がやけどや死亡事故になるという

事例が全国で多発しています。

　30年以上前に製造され、現在も使用されている家電製品については、メーカーが使用の中止を呼びかけています。ま

た、中には製造から10年ほどでも火災になったという事例も報告されています。使用している場所から離れるときには、

電源を切りましょう。また、次のような現象がみられたら使用を中止し、コンセントから電源プラグを抜きましょう。

〈ブラウン管テレビ〉
㈰電源スイッチを切っても映像や音が消えない
㈪上下、または左右の映像が欠けて映る
㈫映像が連続してチラついたり、揺れたりする
　ジージー、パチパチなどの異常な音がする
　内部に水や異物が入った

〈洗　濯　機〉
㈰脱水中に蓋を開けても、１５秒以内に止まらない
㈪給水ホース、蛇口の継ぎ手からの水漏れや洗濯機の床
　面に水漏れの痕がある
㈫アース線がアース端子に確実に取り付けられていない

〈扇風機・換気扇〉
㈰羽根が不規則な回転をする
㈪電源コードを触れると、ファンが
　回ったり回らなかったりと不安定

〈家電製品共通〉
㈰スイッチを入れても、動かなかっ
　たり映像や音が出ない
㈪部品や電源コード、プラグが異常に熱かったり、焦
　げ臭いにおい、煙が出たりする
㈫長年、電源プラグを挿したままになっていて、ホコ
　リや湿気がたまっている

   

夏
の
交
通
安
全

               

や
ま
び
こ
運
動

 

７
月
１９
日
（
土
）
〜
７
月
２５
日
（
金
）

 

長
野
県
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

  

「
信
濃
路
は 

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

走
る
み
ち｣�

〈
運
動
の
重
点
〉

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　
高
齢
者
が
関
わ
る
交
通
事
故
件

　
数
は
10
年
前
の
約
1.3
倍
！ 

死
者
は

　
全
死
者
の
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
　
高
齢
歩
行
者
の
多
く
は
自
宅
近

　
く
で
交
通
事
故
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
も
通
り
慣
れ
た
道
路
で
も
、

　
し
っ
か
り
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ

　
う
。
運
転
者
の
皆
さ
ん
は
、
高
齢
者

　
を
見
か
け
た
ら
「
思
い
や
り
」
の
心

　
を
持
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

　
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

　
徹
底

　
　
だ
っ
こ
で
は
子
供
は
支
え
ら
れ

　
ま
せ
ん
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

　
着
用
は
大
人
の
責
任
で
す
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
　
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

　
自
分
と
家
族
の
た
め
に
も
飲
酒
運

　
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
　
自
転
車
は
手
軽
な
乗
り
物
で
す

　
が
、
自
転
車
事
故
の
７
割
が
誤
っ

　
た
走
行
に
よ
る
事
故
で
す
。

　
　
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
も
変
わ

　
り
ま
し
た
。
自
転
車
も
乗
っ
て
走

　
れ
ば
車
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
安

　
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
改
正
内
容
な
ど
は
、

　
長
野
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.n
a
g
a
n
o
.

　jp
/
p
o
lic
e
/

　
か
ら
「
交
通
」
を
ク

　
リ
ッ
ク
し
、
交
通
部
の
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

建
設
課
都
市
計
画
管
理
係

　 

☎
６
２
‐
９
２
１
７
　
　
９
２
１
７

   

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

　
　
　
　
　
　     

相 

談 

所

　
警
察
で
は
、
身
内
の
方
な
ど
の
行

方
が
分
か
ら
ず
、
お
困
り
の
方
か
ら

の
相
談
に
年
間
を
通
じ
て
応
じ
て
お

り
ま
す
が
、
８
月
に
は
「
行
方
不
明
の

人
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し
て
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
所
の
開
設
日
時
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
相
談
に
訪
れ
る
際
は
、
担

当
の
係
員
が
事
件
等
で
不
在
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
長
野
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」

に
関
す
る
情
報
及
び
、
長
野
県
内
に

お
い
て
身
元
不
明
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
所
持
品
等
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.n
a
g
a
n
o
.jp
/

p
o
lic
e
/�

　 

茅
野
警
察
署
鑑
識
係

　 

☎
８
２
‐
０
１
１
０
　
内
線
３
５
１

〈行方不明の人を捜す相談所〉

日　　　　　時 会　　　　　場

年間を通じて
　午前9時30分～午後5時
   　（土・日・祝日を除く）

8月1日～8月31日
　午前9時30分～午後5時
  　（土・日・祝日を除く）

出張相談所　8月4日（月）
　午前9時30分～午後5時

警察本部鑑識課
（長野市松代町警察機動センター内）
☎（026）278-9500　内線512

茅野警察署刑事課
☎（0266）82-0110　内線351

松本警察署
☎（0263）25-0110�

長年ご使用の家電製品！長年ご使用の家電製品！～家電製品にこんな症状はありませんか～

ご心配・ご不明な点がある場合は、お買い上げの販売店またはメーカーにご相談ください。

問

問

有
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くらしの情報

教

室

募

集

五　味　知　十� 87歳� 喜代美� 立　沢

名　取　里　実� 14歳� 金　三� 若　宮

三　井　春　富� 91歳� 文　子� 富士見

小　池　洋　一� 80歳� 新　一� 立　沢

小　林　良　子� 86歳� 豊　一� 高　森

小　林　　甫� 74歳� 幸� 田　端�

窪　田　政　紀� 92歳� 政　紀� 上蔦木

有　賀　省　二� 71歳� 晴　世� 立　沢

小　池　市　男� 92歳� はま子� 富　里

久保川　兼　吉� 91歳� 喜代子� 乙　事

雨　宮　　　一� 90歳� かをる� 花　場

武　藤　幸　江� 74歳� 寛　雄� 富士見台

小松原　咲　和� 径� 志　歩� 桜ヶ丘

樋　口　玲　海� 猛� 美　緒� 木之間�

鮎　澤　花　奏� 聡� 雅　美� 富　原

吉　田　幸　未� 馨� あすか� 栗　生

小　池　連太郎� 智　則� 美　紀� 富　原

寺　尾　壮　平� 真　二� 晴　子� 富　里�

折　井　美　音� 剛� かおり� 塚　平

小　林　　華� 圭� 裕　美� 御射山神戸�

水　野　大　河� 修　司� 美　香� 先　達

保　科　心　花� 直　人� 小　貴� 富士見

平　林　　來� 拓� 薫� 桜ヶ丘

小　林　邦　綱� 士　郎� 志　乃� 御射山神戸

� さ� � わ

� れ� � み

� か� �なで

� こう�� み

� れん�た�ろう

� そう��へい

� み� � お

� �はな

� たい�� が

� この�� は

� �らい

� くに��つな

住民だより住民だより 6月6月
 ■5月15日～6月14日の届出■ 〈敬称略〉

●転入・転居・出生は14日以内に　死亡は7日以内に届出を

出生おめでとう

おくやみ申し上げます

結婚おめでとう

出生おめでとう
氏　名 父の名 区　名母の名

おくやみ申し上げます
氏　名 年齢 世帯主 区　名

進　藤　芳　彦� 塚　平

小　池　恵美子� 諏訪市

結婚おめでとう
氏　名 出身地

       
親

子

水

泳

教

室

　
泳
ぎ
を
覚
え
た
い
、
も
っ
と
上
手

に
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
小
学
生

親
子
を
対
象
と
し
た
水
泳
教
室
で
す
。

■
日
　
　
程

　
８
月
４
日（
月
）〜
８
日（
金
）の

　
連
続
５
日
間
　

　
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

■
会
　
　
場

　
富
士
見
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
プ
ー
ル

■
受
講
資
格
　
　

　
町
内
小
学
校
に
通
学
す
る
児
童
と

　
そ
の
家
族

■
受

講

料

　
保
険
料
等
と
し
て
、
一
人
に
つ
き

　
５
０
０
円（
保
護
者
等
も
保
険
加
入
）

■
定
　
　
員
　
　
先
着
10
組�

■
申
込
締
切
　
　
７
月
25
日（
金
）

※
プ
ー
ル
集
合
・
解
散
、
用
具
各
自
用

　
意

    

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
水
の
特
性
（
浮
力
・
抵
抗
等
）
を
利

用
し
た
水
中
運
動
で
、
リ
ハ
ビ
リ
・
腰

痛
予
防
・
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
・
筋
力
強

化
と
幅
広
く
応
用
で
き
ま
す
。

■
日
　
　
程

　
８
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）
の
２

　
日
間
　

　
午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
会
　
　
場

　
富
士
見
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
プ
ー
ル

■
受
講
資
格

　
町
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
中

　
学
生
以
上

■
受

講

料

　
保
険
料
等
と
し
て
一
人
に
つ
き
２

　
０
０
円（
２
回
分
）

■
定
　
　
員
　
　
概
ね
30
名

■
申
込
締
切
　
　
７
月
28
日（
月
）

  

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
業

  

キ
ッ
ズ
・
ス
ポ
ー
ツ
夏
季
教
室

■
内
　
　
容

　
親
子
ゲ
ー
ム
・
Ｓ
Ａ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ

　
ン
グ
他

■
日
　
　
程
　

　
８
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）の

　
２
日
間

　
午
前
８
時
50
分
〜
正
午

■
会
　
　
場

　
富
士
見
高
原
中
学
校
　
体
育
館

■
受
講
資
格

　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
及
び

　
町
内
小
学
校
の
１
〜
３
年
生
と
弟

　
妹（
保
育
園
児
）と
そ
の
家
族

■
受

講

料
　

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
１
家
族

　
５
０
０
円
、
会
員
以
外
は
１
家
族

　
７
０
０
円
　
※
当
日
徴
収

■
指

導

者

　
八
ヶ
岳
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
サ

　
ポ
ー
ト
代
表
　
石
井
俊
久
氏
　
他

■
定
　
　
員
　
　
先
着
30
組

■
申
込
締
切
　
　
７
月
16
日（
水
）

※
い
ず
れ
の
教
室
も
定
員
に
な
り
次

　
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　 

　
　
〈
親
子
水
泳
教
室
〉

　
〈
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〉

　
〈
キ
ッ
ズ
・
ス
ポ
ー
ツ
夏
季
教
室
〉

　 

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

　 

☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

 

恋
月
荘
・
八
ヶ
岳
寮
介
護
職
員

　
介
護
の
現
場
で
、
あ
な
た
の
力
を

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
諏
訪
広
域
連
合
が
運
営
す
る
２
つ

の
施
設
で
は
、
入
所
者
の
日
常
生
活

を
介
護
し
て
い
た
だ
く
非
常
勤
職
員

を
若
干
名
募
集
し
て
い
ま
す
。
勤
務

条
件
等
詳
細
は
、
各
施
設
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

恋
月
荘
（
富
士
見
町
）

　 

☎
６
２
‐
４
１
０
１
　
担
当
・
小
平

　 

八
ヶ
岳
寮
（
茅
野
市
）

　 

☎
７
２
‐
６
２
１
１
　
担
当
・
田
村

   

第
３８
回 

富
士
見
町
民

         

水
泳
大
会  

参 

加 

者�

■
日
　
　
時

　
８
月
17
日（
日
）　
午
前
８
時
〜

■
会
　
　
場

　
富
士
見
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
プ
ー
ル

■
参
加
資
格

　
町
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
し
て
い

　
る
方

■
申
し
込
み

　
７
月
25
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
、

　
小
中
学
生
は
各
学
校
へ
、
高
校
生

　
以
上
は
町
民
セ
ン
タ
ー
内
社
会
体

　
育
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　 

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

　 

☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

有

問

問問

申
込

有
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信濃境・池袋・田端・先達・葛窪

下蔦木・上蔦木・神代・平岡・机・先能・瀬沢・富士見台

◆法律相談　　　　住民福祉課住民係　☎62-9112　　9112
◆心配ごと相談　　社会福祉協議会　　☎62-6766　　8988

7月15日（火）・22日（火）・29日（火）　8月5日（火）

役場窓口業務 延長日役場窓口業務 延長日

7月（7月11日～8月10日）くら ガイドくらしし ガのの イド

7月28日（月）

7月14日（月）

富士見・富里8月04日（月）

8月17日（木） 本郷・落合・境地区

7月17日（木） 富士見地区

8月17日（木） 富士見地区

7月17日（木） 本郷・落合・境地区

資源物の収集資源物の収集粗大ゴミの収集粗大ゴミの収集

下諏訪商工会議所会館
☎28-6666

長野県行政書士会館
☎026-224-1300

休日当番医・薬局休日当番医・薬局

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

相談・説明会名 日　　　　時 会　　　　場

相談・説明会相談・説明会

結 婚 相 談

法 律 相 談
8月8日（金）
午後1時～午後5時

役場3階  301会議室

コミュニティ・プラザ

心 配 ご と 相 談
7月18日（金）
午前10時～午後3時

出 張 年 金 相 談
8月6日（水）
午前10時～午後3時

税理士税務相談

行 政 書 士
無 料 相 談 会

8月6日（水）
午前10時～正午

7月29日（火）
午前10時30分～午後3時
面談または電話相談
〈相談内容〉遺言の手続き、各種契

 約書、権利義務関係等の手続き 他

7月15・22・29日（火）
8月3日（日）
午後1時～午後6時

町民センター

行 政 相 談
7月18日（金）
午前10時～午後3時

町民センター

結婚相談所
（消防署隣り）
☎62-7853

一般相談は電話で受付
（毎週火曜日～土曜日）

県男女共同参画センター
（岡谷市）☎22-8822

女 性 の た め の
悩 み 相 談

20日（日） 高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

13日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-7586

藤 沢 薬 局
☎62-2106

ミツワ西友薬局
☎62-7586

21日（月・祝） 高 原 病 院
☎62-3030

27日（日） 小 池 医 院
☎62-2222

さくら藤沢薬局
☎61-1815

03日（日） 高 原 病 院
☎62-3030

藤 沢 薬 局
☎62-2106

10日（日） 高 原 病 院
☎62-3030

期　　日 当  番  医 当番薬局

7
　
　
　
　
月

8
　
月

12日（土）

13日（日）

19日（土）

20日（日）

21日（月・祝）

26日（土）

27日（日）

12日（土）

13日（日）

19日（土）

10日（日）

６２-７００４

６２-３２５３

６２-５６５６

６２-５３９１

６２-２４２１

６２-２０９３

６２-６８１０

６４-２６４９

６５-３２１３

６６-２０７８

６２-２０６５

7
　
　
　
　
月

8
　
月

窪 田 設 備

窪田鉄工設備

エ ン ド ウ

リビングクボタ

富 士 見 設 備

太 陽 住 設

ウ エ ノ ヤ

山 本 管 工 事

戸 井 口 建 設

三 善 工 業

坂 本 鉄 工 所

月　　日 当　番　店

５８３３

２７６６

２７３２

３７１２

８６９０

３２９３

８９４０

５３９６

３１５３

有線電話

※プラスチック類のみ

　 生涯学習課社会体育係　☎62-2400　　2750

日　　　時 事　　業　　名 会　　　　場

スポーツスケジュールスポーツスケジュール

8月10日（日）
午後7時～

体育施設利用者会議 町民センター

水中ウォーキング教室 海洋センタープール

海洋センタープール

8月2日（土）・3日（日）
午後3時～

地域スポーツクラブ事業

キッズ・スポーツ夏季教室
高原中学校  体育館

8月2日（土）・3日（日）
午前8時50分～

友好都市多摩市との
八ヶ岳子どもサッカー交流

町民広場総合運動場
多摩市立八ヶ岳少年自然の家

7月29日（火）
～7月31日（木）

第37回 富士見町民ソフト
テニス大会（中学生の部）

富士見高校テニスコート
他

7月20日（日）
午前8時45分～

第37回 富士見町民ソフト
テニス大会（一般の部）

富士見高校テニスコート
他

7月27日（日）
午前8時45分～

アクアビクス教室
（7月22日  開講式）
（8月01日  閉講式）

7月22日（火）・25日
（金）・29日（火）
8月1日（金）
午後6時30分～

第23回 富士見町民
バドミントン大会

7月21日（月・祝）
午前8時50分～

7月11日（金）
午後7時～

町民広場野球場
（雨天：海洋センター）

フリースポーツデー
7月25日（金）
午後7時30分～

町民センター
海洋センター

地域スポーツクラブ事業

ストレッチの集い

地域スポーツクラブ事業

すくすくスポーツ・デー

7月12日（土）
午後1時～

海洋センタープール

町民センター

7月25日（金）
8月7日（木）
午前10時～

町民センター

親子水泳教室
（8月4日  開講式）
（8月8日  閉講式）

8月4日（月）
～8月8日（金）
午後6時30分～

海洋センタープール

町民センター

7月13・27日（日）
8月10日（日）
午後5時～

小学生野球教室

海洋センタープール
オープン

主な行事主な行事
日　　時 行　 事　 名 会　　　場

富士見高原ゆりの里
オープン

富士見高原ゆりの里7月12日（土）
午前9時～

夏のバザー
フリーマーケット

コミュニティ・プラザ
お祭り広場

7月19日（土）
午前10時～

観　蓮　会 井戸尻史跡公園7月20日（日）
午前8時～

富士見OKKOH
（オッコー祭り）

グリーンカルチャー
センター前 他

7月26日（土）

戦争のおはなし会 富士見町図書館8月3日（日）
午後1時30分～

夜のこわいおはなし会 富士見町図書館8月5日（火）
午後7時～

夏休み工作
コミュニティ・プラザ

大会議室
8月8日（金）
午前10時～

※井戸尻考古館関連事業は本誌10ページをご覧ください。問 有

問
要予約

有

有
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地 域 乳 幼 児 相 談

乳 幼 児 相 談

おやこふれあいのひろば（水遊びを楽しもう）

　 住民福祉課保健予防係　☎62-9134　　9134

14

こんにちはこんにちは ◆来所・有線電話相談
　　月～金曜日　8:30～17:00
　　　　　　　　8200
◆電話相談（２４時間対応）
　　　　　　　☎62-8200�
お急ぎでない方は、できるだけ平日
の昼間にお願いします。

地域包括支援センターです地域包括支援センターです地域包括支援センターです 有

◆相談・教室

7月24日（木）

8月08日（金）

7月18日（金）

午前10:15～11:00

午前09:30～10:30

午前09:30～09:45

子育てひろば「AiAi」
（町民広場：研修センター）

事　　　業　　　名 期　　日 受　付　時　間 会　　　　場

有

親 ガイド親 子子 ガイド健康健康

7月の保健日程7月の保健日程（7月11日～8月10日）

◆健康診査・予防接種

7ヵ 月 児 健 診

10ヵ月 児 健 診

1歳6ヵ月児健診

2歳児歯科健診

3 種 混 合

B C G

平成19年11月生まれ

平成19年8月生まれ

平成19年1月～2月生まれ

平成18年5月～6月生まれ

生後6ヵ月～7歳6ヵ月

平成20年2月6日～
平成20年5月5日生まれ

午後1:00（集合）

午後1:40（集合）

午後1:00（集合）

午後1:00（集合）

午後1:15～1:50（受付）

午後1:30（集合）

8月06日（水）

7月29日（火）

7月17日（木）

8月07日（木）

7月16日（水）

8月05日（火）

保健センター

保健センター

町民広場（雨天：海洋センター）

事　　業　　名 対　　象　　児 期　　日 時　　　間 会　　場

〈富士見町健康カルタ〉

疲れたら  無理をしないで  ひと休み
平成18年度 落合小学校6年　小林 百合花 さん

と の

　前回は、加齢によるからだの変化についてご紹介しましたが、今回は、からだの変化に合わせた接し方や

注意点をご紹介します。

高齢者のからだと心を知りましょう!㈪高齢者のからだと心を知りましょう!㈪

㈰忘れっぽくなる
・物忘れを批判したり指摘したりせずに、何  
　度も繰り返し温かく接しましょう。
・大切なことは言葉だけでなく、文字に残す
　などの工夫をしましょう。

㈪耳が遠くなる
・なるべく静かな場所で大きな声でゆっくり
　と伝えましょう。
・言葉だけでなく身振り手振りを加えましょう。

㈬食べ物を飲み込む機能が低下する
・食事内容の工夫（お餅やカステラは注意）
　や食事中落ち着いて食べられるよう配
　慮しましょう。
・汁物等でむせる場合は、トロミをつけ
　るなどの工夫を。

㈫視力が低下する
・部屋の照明は明るくして、呼びかけをして
　から話しましょう。
・ルーペなどを用意しましょう。
・よく使うものは決まった場所に置きましょう。
・物を渡すときは手渡しで。

㈯便秘しやすくなる
・十分な水分摂取・食物繊維の摂取・適度な
　運動を心がけ、排便のしやすい環境作りを。

㈮肺・呼吸器系の老化
・日常生活で咳や痰、体温などに注
　意しましょう。
・うがい、手洗いは十分に。
・腹式呼吸法などのトレーニングも
　大切です。

㈭心臓・血管が老化
・むくみや体重増加に注意。
・塩分の取り過ぎ、医師から指示があったら、
　水分制限をしましょう。
・下着・靴下などはゴムのゆるいものを。

㈷腎・泌尿器系の老化
・排泄については他人にはなかなか話し
　にくい部分です。排泄・失禁用品を理解
　して生活の工夫を。

㉀骨折しやすくなる
・カルシウムを摂取しましょう。
・適度な運動を生活習慣に。
・転倒しにくい環境作りを心が
　けましょう。

㉂運動機能の低下
・動作をせかさずに待ちましょう。
・能力に合わせて、適切な補助用
　品を使いましょう。

問
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出品料理紹介㉀

ふじみ高原地元食材フェスティバルふじみ高原地元食材フェスティバル

“ふじみ自慢料理コンクール 2007”“ふじみ自慢料理コンクール 2007”“ふじみ自慢料理コンクール 2007”“ふじみ自慢料理コンクール 2007”
【材　料 （4人分）】

あぶらえ：２０ｇ　 牛乳：２００ｃｃ　 生クリーム：５０ｃｃ　 グラニュー糖：２０ｇ

粉ゼラチン：５ｇ　 水：５０ｃｃ

【作り方】

ゼラチンは水にふやかしておく。

鍋に炒ってすりつぶしたあぶらえを入れ、

牛乳・生クリーム・グラニュー糖を加え

中火にかける。

グラニュー糖が溶ければ、ふやかした

ゼラチンを加えて煮溶かす。

プリン型に流し入れ、冷蔵庫で冷やし

固める。

グラスに盛り付け、好みでホイップクリ

ームやミントの葉を添える。

◆おいしくて栄養満点！ しかも簡単に
作れます。大人にも子どもにも喜ば
れるおしゃれなデザートです。 矢沢里子さん （立沢）

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

『富士見のあぶらえプリン』

出展　矢 沢 里 子

大人の部

　今日から明日へとたゆみなく続くまちづくり、地元事業者の皆さんの活躍は大きな力です。町民の皆さんも、

どうぞ応援をよろしくお願いします。

　今月は、富里で『すしの京平』を営む平塚政美さんをご紹介します。

女性が元気！

～若い力を明日へ～～若い力を明日へ～ 第2回第2回

平塚政美さん （33歳 富里）
『すしの京平』経営

▲新鮮なネタでおもてなし

Q１ 仕事の内容をご紹介ください

主に魚介類（すし・刺身）を調理して、お客様に提供しています。

Q２ この仕事を選んだ理由は？

父が同じ仕事をしていたので、自然と後を継ぐことになりました。

Q３ 仕事の中でご苦労されていることは？

甲府の中央市場へ朝5時に仕入れに行っています。魚は鮮度が命で

すから、仕入れの時の目利き、また管理には一段と気を使っています。

Q４ この仕事をしていて良かったことは？

お客様に「おいしかった」と言っていただけた時はもちろんですが、

お店で楽しいひとときを過ごされているのを見ているのも、迎える

立場の者としては喜ばしいものです。

Q５ 今後の抱負をお聞かせください

ご存知の方も多いかと思いますが、つい先日二代目としてお店を継

いだばかりです。お客様からの意見を取り入れながら自分らしい経

営をし、より良いサービスを提供していきたいと思います。

最後に一言!最後に一言!
　「寿司屋」というと一般的には敷居が高く、入りづらい雰囲気があるかもし
れませんが、お友だち同士、ご家族で気軽に入れるお店を目指しています。
　うちの店のおすすめは、骨までカリッと食べられるカレイのから揚げ。にぎ
り寿司とカレイのから揚げセットは女性のお客様にとても好評です。ぜひ一度
ご賞味ください。
　それともうひとつ、生きたサンゴとちょっと変わった熱帯魚が泳ぐビックな
水槽が店の自慢です！

このコーナーでは、町内で
自営業を営まれている皆
さんをご紹介しています。
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　5月31日 八ヶ岳クロスカントリーの前日イベン

トとして、ロサンゼルス五輪女子マラソン代表の増

田明美さんの指導による陸上教室が開かれました。

　諏訪地方から小学生を中心におよそ150人が

参加したこの教室では、増田さんのユニークな指

導に子どもたちは大はしゃぎ。腕振りやもも上げ、

ダッシュなど、技術アップのコツを楽しく学びました。

�ポイントをつかんだ効果的なトレーニングで記

録はグッとアップします。

題題題題話話
人気急上昇！

八ヶ岳クロスカントリー

　6月1日 八ヶ岳陸上競技場を発着点に「第4回ク

ロスカントリー大会」が開かれました。大会には全

国から昨年の倍以上の558人が参加。選手の皆さ

んは新緑がまぶしい高原を力走し、さわやかな汗

を流しました。

入笠の夏は 『Let's  ｇｏ！  MTB』

増田明美さんの ｢陸上教室｣

増田さんの指導を受ける子どもたち増田さんの指導を受ける子どもたち

マウンテンバイク

　5月18日 5回目を迎えたマウンテンバイクのレー

ス「アドベンチャー イン 富士見」がパノラマリゾートを

中心に入笠山周辺で開催されました。今大会には全国

から過去最高の700人が参加、50km、35kmなど4

種目が行われ、選手の皆さんは厳しいレースで健闘し

ました。

　パノラマリゾート周辺のＭＴＢコースは全国的にも高

い評価を受けており、年々利用者が広がっていますが、

パノラマリゾートでは自転車の楽しさをより多くの方に

知っていただきたいと初心者向けのＭＴＢツーリング

イベントを企画しました。先日は報道機関向けの体験

ツアーがあり、町の広報担当として参加しましたが、緩

やかな下り坂が多いおよそ20キロのコースは空と山

と草原がつながる自然の大パノラマで、お昼にはみん

なでバーベキューを囲みアウトドアライフを満喫。初

心者でも無理なく走れ、心も体もリフレッシュできるス

ローライドコースで、大勢の皆さんにさわやかな富士

見の夏をお楽しみいただきたいと思います。

5月18日　アドベンチャー イン 富士見（パノラマリゾート） 5月22日　MTB体験ツアー（金沢林道）5月18日　アドベンチャー イン 富士見（パノラマリゾート） 5月22日　MTB体験ツアー（金沢林道）
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トップシーズンを迎え

入笠山で山開き

町 の町 の町 の町 の

　今月は上蔦木のお宝「応安の銘碑」「信玄堤」「枡形跡」を窪田幸人さんの作られた上

蔦木歴史資料をもとに、区長の雨宮良一さんにご案内いただきました。�

　上蔦木村は慶長15年（1610年）頃、甲州街道が甲府から下諏訪まで延ばされた際に、

江戸から43番目の宿場として作られた蔦木宿を中心とした集落です。　

　上蔦木と下蔦木の境の甲州街道端に建つ子乃

神の碑の傍らに、応安５年（1372年）と年紀が刻

まれた宝篋印塔の基礎石の一部などがありますが、

これは諏訪地方で最古のものです。「応安の銘碑」

として、町の指定文化財にもなっています。

　蔦木という場所はもともと河原地であったため、大雨・台風などで釜無川が

氾濫すると、かなりの水害にあい、相当な苦労があったようです。信玄堤と呼ば

れるこの石積みは、1500年頃蔦木を水害から守ろうと領主武田家が行った治水

工事と考えられています。

　また、徳川家康の命によりつくられた蔦木宿は、外敵から宿を守るためにい

ろいろな工夫が凝らされています。宿場内を見通せないように、宿の中央を通

る街道の江戸側と木曽側の入口出口をほぼ直角にずらせた枡形は代表的なも

のです。宿場内にある小路も西側と東側をずらして作られており、これもまた

宿を外敵から守るための手段だったようです。

　当時街道脇には柿の木や梅の木が植えられ、長旅の人々の心を癒したそうです。

今も宿場のなごりを残す上蔦木、たくさんの歴史遺産をこれからも大切に継承

していきたいと区長さんよりお話しがありました。

　6月1日 御所平峠駐車場で、入笠山の今シーズ

ンの安全を祈願する開山祭が行われました。�

　晴天に恵まれたこの日、入笠山はさわやかな風

が吹きわたり、記念のピンバッチをもらった登山者

の皆さんは軽い足取りで山頂をめざしました。

うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介 第9回 上蔦木『応安の銘碑・信玄堤・枡形跡』

次回は神代をご紹介します。

　5月下旬から2回にわたり、パノラマリゾート山

頂レストラン「スピカ」において、今年もアツモリ

草展が開催され、北海道や東北、県内などからおよ

そ200点が出品されました。�

　昔は釜無山系入笠山周辺にたくさん咲いた「富

士見町のアツモリ草」は、濃い紫色の大きな花弁が

特長で、アツモリ草のなかでも印象深い品種です。 

�来場された皆さんは普段あまり目にすることが

できない稀少な花をゆっくり観賞していました。�

「第4回 アツモリ草展」 開催

▲応安の銘碑

ね の

かみ

ほうきょういん とう

安全祈願の神事安全祈願の神事

おう あん しん げん つつみ ます がた

信玄堤

枡形を残す現在の道路

信玄堤

枡形を残す現在の道路
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姉妹町西伊豆だより西伊豆だより

佳 作

平成19年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

平成19年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

　6月11日、健康増進センターにおいて、西伊豆

町ゆかりの講師を招き「協働でつくる『“ふるさと”

と言いたくなる夕陽のまち』」という演題でまちづ

くり講演会を開催し、約240名が参加しました。参

加者は、全国で行われた「協働のまちづくり」の事

例など、熱心に耳を傾けました。�

　西伊豆町は「夕陽日本一宣言」を行うほど、町内

各地で美しい夕陽が見られる町です。この美しい

夕陽をシンボルとして、町民の皆さんと協働での

まちづくりを実現するため、本年度中に町内の5

地区でワークショップ（参加自由のまちづくり懇談

会）を開催し、「夕陽のまちづくりマスタープラン」

を策定する予定です。

　「日本一」を誇る西伊豆町の夕陽。お越しの際

には、ぜひお楽しみください。

●この広報は再生紙を使用しています。

休日・夜間の緊急医電話番号案内　長野県救急医療情報センター 　TEL 0120-890-422

『古代蓮と水車』 石  塚  俊  之  （富里）

◆町 の 人 口　平成２０年6月1日現在住民基本台帳（前月比）
　　　　　　　総人口／15,461人（－4）
　　　　　　　男 7,599人（－4）　女 7,862人（±0）
　　　　　　　世帯数／5,673世帯（－6）
◆発　行　日　平成20年7月1日
◆編集・発行　富士見町役場 総務課
　〒３９９-０２９２  長野県諏訪郡富士見町落合10,777
　　　　　　　ＴＥＬ 0266-62-2250（代）
　　　　　　　ＦＡＸ 0266-62-4481
◆ホームページ　http://www.town.fujimi.nagano.jp
　　　Ｅメール�fujimi@town.fujimi.nagano.jp
◆印　　　刷　�富士見印刷

植栽部門【植栽景観賞】

協働でつくる 「夕陽のまち」 を目指して協働でつくる 「夕陽のまち」 を目指して

　先日、友人たちと今ブームの『お笑い』を観にいってきま

した。芸人さんたちは、ホールいっぱいの観客を笑わせるた

めに全身全霊で芸に体当たり。いつしか私は自分を忘れ、笑

いの渦に巻き込まれていました。おなかが痛くなるほど笑っ

て会場を出ると・・・ 体がふっと軽くなり、さわやかな風が胸

を吹きぬけていきました。きっと、これがお笑いの真髄。

　「人を怒らせることは簡単だけど、人を笑わせるってこと

はむずかしい。」 友人の言葉にものすごーく納得。お笑い芸

人さんはどんな人の心にも幸せを運んでくれる素敵な足

長おじさんだと、ほんわかした帰り道になりました。（尾沼）

編 集 後 記

多くの町民が耳を傾けたまちづくり講演会多くの町民が耳を傾けたまちづくり講演会

『ヤマネ ～森の小さな隣人』『ヤマネ ～森の小さな隣人』『ヤマネ ～森の小さな隣人』企画展

　長年ヤマネの生態を追い
続けた町内在住の自然写真家、
西村豊さんが撮影したヤマネ
たちの愛くるしい表情やユーモラスな姿をご紹介します。

■展示期間：7月15日（土）～8月31日（日）
■休 館 日：7月7・14日（7月15日～8月31日は無休）
■開館時間：午前9時30分～午後5時
■会　　場：富士見町高原のミュージアム
　　　　　　（コミュニティ・プラザ2階）
■入 館 料：大人300円　町内小中学生は無料

6月号掲載のふじみ景観賞『何かいるよ』の撮影者、松澤英明
さんは秀明さんの誤りでした。お詫びして訂正します。

　ヤマネはネズミの仲間で体
長7センチ前後、背中に黒い
1本の線があるのが特徴です。
日本の固有種で天然記念物、
準絶滅危惧種（環境省レッドリ
スト）に指定されています。

― 西村豊さんのギャラリートーク ―

『ヤマネの不思議な生態』
8月2日(土) 午後2時～　高原のミュージアム


